








要約 

県内の12療育機関で把握している昭和59年 4月 2日から平成2年8月 31日出生で高知県

在住の心身障害児 430 名をリストアップしてもらい、385 名について有効回答を得た。障

害の発生頻度は・脳性麻痺で出生千対2.1 と高率であり、低体重児からの発生が多く問題

が見られた。療育機関への紹介経路を見ると、保健所・市町村の乳幼児健診及び保健婦か

らの紹介は精神発達障害で約半数近くあったが、肢体不自由、難聴などでは少なかった。

通所訓練等の頻度については脳性麻痺、難聴と比較して精神発達障害で少ない傾向があり、

保健所における簡易な親子通園教室を療育機関の協力を得て行うことなどが今後重要と考

えられた。保護者の問題には心理的支援を必要とするものが見られ、その対応のためには

療育機関・保健所間のケースカンファレンス等が基礎になるべきと考えられた。 


